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金田町体力つくり歩行運動大会 

6・2キロ元気いっぱいに 

ー歩け歩け運動一 中央公民館 

2824231815 3 1 
昔
か
ら
ガ
健
全
な
精
神
は
健
 

全
な
身
体
に
宿
る
β
と
い
わ
れ
 

て
お
り
ま
す
が
、
た
の
し
い
家
 

庭
生
活
は
、
み
な
ぎ
る
よ
う
な
 

労
働
意
欲
を
支
え
る
も
の
は
、
 

健
康
な
か
ら
だ
で
あ
り
、
た
く
 

ま
し
い
体
力
で
あ
り
ま
す
。
こ
 

の
健
康
な
か
ら
だ
、
た
く
ま
し
 

い
体
力
は
み
ず
か
ら
の
努
力
な
 

く
し
て
は
で
き
な
い
も
の
で
 

す
。
他
人
が
つ
く
っ
て
く
れ
る
 

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
 

こ
れ
は
誰
も
が
わ
か
っ
て
い
 

る
の
で
す
が
、
な
に
ぶ
ん
忙
し
 

い
毎
日
を
送
り
迎
え
し
て
い
る
 

私
た
ち
は
、
何
か
の
き
っ
か
け
 

が
な
く
て
は
な
か
な
か
思
い
た
 

ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
金
田
町
で
 

は
体
力
づ
く
り
の
た
め
、
歩
行
 

運
動
推
進
大
会
を
毎
年
十
月
十
 

日
、
体
育
の
日
に
開
催
致
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

今
回
は
老
人
会
、
婦
人
会
、
 

青
年
団
、
子
供
会
、
 

一
般
成
人
 

約
百
二
十
名
の
参
加
の
下
に
盛
 

大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

午
前
九
時
、
準
備
体
操
の
後
 

小
学
校
を
出
発
し
、
宝
見
、
人
 

見
、
神
崎
、
福
吉
、
黒
尾
橋
、
 

西
金
田
を
経
て
小
学
校
に
至
る
 

約
六
・
ニ
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
、
 

隊
列
が
整
然
と
行
進
致
し
ま
し
 

た。 誰
一
人
落
伍
す
る
人
も
な
く
 

元
気
い
っ
ぱ
い
、
小
学
校
に
帰
 

り
つ
き
ま
し
た
。
 

ク
歩
行
運
動
4

も
金
田
町
で
は
 

回
を
重
ね
る
C
と
に
皆
様
方
の
 

御
理
解
も
深
ま
り
き
わ
め
て
盛
 

大
に
、
有
意
義
に
終
了
し
ま
し
 

た
こ
と
を
、
感
謝
致
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

い
ち
ど
歩
い
た
か
ら
と
い
っ
 

て
急
に
健
康
に
な
る
も
の
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
が
、
歩
く
こ
と
の
 

少
な
い
現
代
人
は
、
こ
れ
を
機
 

会
に
、
歩
行
運
動
の
大
切
さ
を
 

再
認
識
し
、
で
き
る
だ
け
歩
く
 

こ
と
に
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
 

お
わ
り
に
、
体
育
指
導
員
、
交
 

通
安
全
協
会
役
員
の
方
々
に
、
 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

11 

月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
 

霜
月
（
し
も
つ
き
）
 

霜
が
し
き
り
に
降
り
る
の
で
、
そ
れ
を
略
し
て
霜
月
 

と
い
う
。
 

日
 
灯
台
記
念
日
 

日
 
文
化
の
日
 

日
 
七
五
三
祝
い
 

日
 
乳
幼
児
検
診
 

日
 
勤
労
感
謝
の
日
 

日
 
心
配
ご
と
相
談
日
 

日
 
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
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ー

議

 
会
 
だ
 
よ
 
り
 

議
 

会
 

事
 

務
 

局
 

昭
和
五
十
二
年
第
七
回
定
例
 

町
議
会
が
昭
和
五
十
二
年
九
月
 

二
十
六
日
、
本
町
議
会
議
事
堂
 

に
招
集
さ
れ
、
 
一
日
間
の
会
期
 

に
よ
り
諸
議
案
が
慎
車
審
議
さ
 

れ
、
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
可
 

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

0
議
案
第
 40 

号
 
金
旧
町
教
育
 

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
 

て
 

住
所
 
金
田
町
大
字
神
崎
一
 

三
二
七
番
地
 

氏
名
 
森
 

豪
 
雄
 

（
大
正
三
年
五
月
五
日
生
）
 

O
議
案
第
 41 

号
 
議
会
の
議
決
 

に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
 

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

田
議
案
第
 42 

号
 
昭
和
五
十
一
一
 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
（
第
3
号） 

補
正
額
一
一
二
、
八
七
一
千
 

円
 

（
原
案
可
決
）
 

O
議
案
第
 43 

号
 
昭
和
五
十
一
一
 

年
度
金
田
町
簡
易
水
道
事
業
 

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号） 

補
正
額
 
三
、
〇
四
〇
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
 

補
正
予
算
（
第
1
号） 

補
正
額
一
〇
、
〇
〇
〇
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

O
議
案
第
 45 

号
 
金
田
町
職
員
 

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
に
っ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
 

つ
い
て
 

名
称
 
小
学
校
改
築
特
別
委
 

員
会
 

構
成
 
常
任
副
委
員
長
以
上
 

日
議
案
第
 44 

号
 
昭
和
五
十
二
 
⑥
意
見
書
の
審
議
 

8
名
 

O
不
況
克
服
に
関
す
る
意
見
 

書
 

（
決
定
）
 

e
物
価
問
題
に
関
す
る
意
見
 

書
 

（
決
定
）
 

⑥
請
願
書
の
審
議
 

0
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
 

法
の
改
正
と
延
長
に
関
す
 

る
請
願
 

（
採
択
）
 

O
社
有
地
早
期
払
下
げ
に
つ
 

い
て
 

（
採
択
）
 

⑥
陳
情
書
の
審
議
 

金
田
中
学
校
の
運
動
場
整
 

備
に
か
か
る
陳
情
 （

採
択
）
 

部
落
の
人
た
ち
に
よ
る
、
差
 

別
の
根
幹
に
目
を
向
け
、
真
の
 

部
落
解
放
に
立
ち
あ
が
る
自
主
 

的
な
運
動
が
大
正
十
一
年
の
「
 

全
国
水
平
社
』
 
の
結
成
に
よ
り
 

大
き
く
高
ま
り
ま
し
た
。
 

戦
後
は
、
戦
前
の
運
動
を
う
 

け
つ
ぎ
、
部
落
問
題
を
解
決
す
 

る
こ
と
が
、
民
主
村
会
の
確
立
 

に
つ
な
が
る
と
い
う
事
か
ら
地
 

方
自
治
体
に
対
し
て
だ
け
で
な
 

く
国
に
対
し
て
も
盛
ん
な
陳
情
 

や
要
求
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
 

た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
三
十
六
 

年
に
、
国
は
正
式
な
政
府
機
関
 

と
し
て
『
同
和
対
策
審
議
一
ご
 

を
発
足
さ
せ
、
昭
和
四
十
年
に
 

は
そ
の
答
申
を
う
け
ま
し
た
。
 

こ
の
答
申
の
前
文
を
抜
す
い
し
 

ま
す
と
 

い
う
ま
で
も
な
く
同
和
問
題
 

（
部
落
問
題
）
は
人
類
普
遍
 

の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由
 

と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
 

り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
 

保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
 

か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
。
し
 

た
が
っ
て
、
審
議
会
は
こ
れ
 

を
未
解
決
に
放
置
す
る
こ
と
 

は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
 

で
あ
り
、
そ
の
早
急
な
解
決
 

こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
 

時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
。
 

以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
 

す
。
こ
の
よ
う
に
、
答
申
は
大
 

き
く
わ
け
て
、
次
の
三
つ
の
内
 

あ
る
こ
と
。
 

ま
た
、
答
申
で
は
、
部
落
差
 

別
を
「
心
理
的
差
別
」
と
「
実
 

態
的
差
別
」
と
に
わ
け
て
説
明
 

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
す
こ
し
 

触
れ
て
お
き
ま
し
よ
う
。
 

「
心
理
的
差
別
」
と
は
、
人
 

々
の
観
念
や
意
識
の
な
か
に
あ
 

る
差
別
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
 

こ
と
ば
、
文
字
、
身
ぶ
り
、
態
 

あ
ら
わ
れ
て
い
る
差
別
の
こ
と
す
。
 

で
す
。
き
わ
だ
っ
て
悪
い
生
活
 

難
難
簾
発
」
難
難
灘
 

か
ら
の
疎
外
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
，
犀
包
ラ
耳
ョ
ラ
‘
，
て
，
』
く
文
出
男
 

な
部
落
に
お
か
れ
て
い
る
現
実
0
教
育
問
題
に
関
す
る
対
策
 

の
姿
そ
の
も
の
が
実
態
的
な
差
日
人
権
問
題
に
関
す
る
対
策
 

別
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
心
理
 

的
差
別
と
実
態
的
差
別
と
が
互
 

い
に
原
因
と
な
り
、
結
果
と
な
 

同
和
問
題
の
解
決
を
目
ざ
し
て
①
 

中
 

央
 

公
 

民
 

館
 

容
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
わ
け
 

で
す
。
 

0
国
が
、
部
落
差
別
の
存
在
を
 

戦
後
は
じ
め
て
公
式
に
認
め
 

し
か
も
、
 

一
刻
も
ほ
お
っ
て
 

お
け
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
 

e
部
落
差
別
を
な
く
す
貴
任
が
 

行
政
に
あ
る
こ
と
。
 

田
こ
の
差
別
を
な
く
す
た
め
に
 

特
別
の
行
政
施
策
が
必
要
で
 

度
を
と
お
し
て
表
面
化
す
る
も
 

の
で
す
。
 
ぶ
べ
つ
を
使
っ
て
、
 

い
や
し
め
、
は
ず
か
し
め
る
差
 

別
、
偏
見
に
基
づ
い
て
交
際
を
 

こ
は
ん
だ
り
、
婚
約
を
破
っ
た
 

り
、
結
婚
に
反
対
す
る
こ
と
な
 

ど
は
す
べ
て
心
理
的
差
別
の
あ
 

ら
わ
れ
で
す
。
 

「
実
態
的
差
別
」
と
は
、
同
 

和
地
区
 

‘
の
生
活
の
実
態
に
 

私
た
ち
は
、
お
互
い
の
基
本
 

的
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
平
和
 

で
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
建
設
 

す
る
た
め
に
は
、
部
落
問
題
の
 

解
決
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
 

い
重
要
な
社
会
問
題
で
も
あ
り
 

ま
す
。
明
治
四
年
の
『
解
放
令
 

っ
て
作
用
し
あ
い
、
関
係
し
あ
上
を
す
ぎ
た
今
日
で
さ
え
、
部
 

っ
て
、
差
別
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
生
落
差
別
は
根
強
く
残
っ
て
い
る
 

み
だ
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
 
の
で
す
か
ら
、
こ
の
解
決
の
た
 

で
す
o
 

め
に
は
、
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
 

答
申
は
さ
ら
に
、
部
落
の
歴
る
行
政
施
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
 

史
的
形
成
の
過
程
、
部
落
の
現
と
、
す
べ
て
の
町
民
に
よ
る
、
 

状
、
解
放
へ
の
誤
選
と
垣
厚
と
教
育
活
動
の
実
践
力
行
七
才
て
 

バ
う
よ
う
に
書
き
つ
づ
ら
れ
て
 
二
そ
果
た
さ
れ
る
も
の
で
す
o
 

お
り
、
な
お
次
の
よ
う
な
『
同
 

和
対
策
」
を
提
起
し
て
い
ま
 

そ
 
の
 
一 
杯
 
li 

わ
 

婦☆☆☆ 

昭
 
和
 
52 

年
度
☆
☆
☆
☆
☆
☆
‘
 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
婦
 

☆
 

☆
 

☆
 

☆
 

」
乳
児
一
斉
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
 
＼ 

☆
 

☆
 

☆
 

☆
 

婦
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
住
民
課
保
健
係
☆
☆
婦
 

十
月
六
日
午
後
一
時
三
十
分
 
ね
乳
児
の
一
斉
検
診
を
中
央
公
 
て
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

よ
り
恒
例
の
赤
ん
坊
大
会
を
兼
 
民
館
に
お
い
て
多
数
参
加
を
得
 
日
頃
、
お
母
さ
ん
方
の
正
し
い
 

育
児
の
ご
努
力
に
よ
り
年
を
重
 

ね
る
ご
と
に
体
位
が
向
上
し
て
 

お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
 

い
こ
と
で
す
。
 

入
賞
を
決
定
す
る
の
に
先
生
方
 

も
頭
を
痛
め
る
ほ
ど
で
し
た
。
 

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
そ
 

れ
ぞ
れ
の
賞
を
獲
得
さ
れ
ま
し
 

た。 
《
赤
ん
坊
大
会
受
賞
者
「
v
 

◆

特

 
等
 

上
金
田
 

和
田
亜
由
美
 

◆
一
 

等
 

本
 
町
 

鶴
田
 

正
和
 

神
 
崎
 

塩
川
絵
梨
奈
 

◆
一
一
 

等
 

本
 
町
 

金
山
 
玄
明
 

上
金
田
 

辰
島
 
安
武
 

東
金
田
 

内
藤
し
の
ぶ
 

新
 
町
 

原
田
 

佳
子
 

◆
 
三
 
等
 

上
金
田
 

高
倉
 
譲
士
 

高
見
町
 

上
場
 
竜
太
 

成
竹
団
地
 
大
井
 
新
也
 

太
 
陽
 

柴
田
 
玲
美
 

秋

の

火

災

予

防

運

動

 

は
 
じ
 
ま
 
る
 
ク
 

火
災
多
発
期
を
迎
え
る
に
あ
 

た
り
、
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
 

防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
 

災
の
発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事
 

故
の
絶
滅
を
期
す
る
こ
と
を
目
 

的
と
し
て
、
十
一
月
二
十
六
日
 

（
土
）
か
ら
十
二
月
二
日
 
（金 

）
ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
 

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
 

す。 ち
よ
っ
と
し
た
こ
と
で
未
然
 

に
火
災
を
く
い
と
め
る
と
い
う
 

事
例
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
 

次
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
て
 

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
、
職
場
に
お
 

い
て
充
分
に
防
火
対
策
を
お
考
 

え
下
さ
い
。
 

0
家
族
み
ん
な
が
防
火
の
備
え
 

◇
幼
児
、
老
人
だ
け
を
残
し
て
 

外
出
す
る
こ
と
は
極
力
さ
け
 

よ・つ。 

◇
幼
児
、
老
人
の
安
全
な
避
難
 

方
法
を
考
え
よ
う
。
 

◇
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
を
必
 

ら
ず
行
な
お
う
。
 

◇
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
よ
 

」つ。 

◇
自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
で
 

責
任
を
も
ち
、
そ
の
都
度
安
 

全
を
確
認
し
よ
う
。
 

◇
一
日
一
回
は
防
火
に
つ
い
て
 

反
省
し
よ
う
。
 

る
 
勇

気

 が
 
事

故

を

絶

 つ
 

成
竹
団
地
 
大
井
千
亜
理
 

神
 
崎
 

相
原
 
加
奈
 

◆

入

 
選
 

神
 
崎
 

矢
頭
 
智
則
 

亀
ノ
甲
団
地
 
司
城
 
庸
史
 

南
 
木
 

貞
国
 
将
吾
 

亀
ノ
甲
団
地
 
広
渡
し
の
ぶ
 

高
見
町
 

原
 

雅
美
 

西
金
田
 

桑
野
 
和
代
 

本
 
町
 

井
手
な
「
一
み
 

!
 

ー

，

 

e
全
員
そ
ろ
っ
て
取
場
の
防
火
 

◇
職
場
ぐ
る
み
で
消
火
、
通
報
 

及
び
避
難
訓
練
を
実
施
し
よ
 

・つ。 

◇
消
防
用
設
備
等
を
総
点
検
し
 

、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
 

し
て
お
こ
う
。
 

◇
非
常
口
付
近
や
通
路
に
は
、
 

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
よ
 

・つ。 

◇
職
場
教
育
を
徹
底
し
、
職
場
 

の
防
火
意
識
を
高
め
よ
う
。
 

◇
複
合
用
途
ビ
ル
入
居
者
は
共
 

同
防
火
に
つ
い
て
お
互
い
に
 

責
任
を
果
た
そ
う
。
 

語
 

標
 

統
 

声
い
羽
根
で
福
祉
活
動
に
 

共

同

募

金

運

動

 
使う火を消すまで 

離すな 目 と心 

本
町
目
標
額
六
〇
一
、
八
〇
〇
円
 

赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
 
を
、
お
願
い
し
ま
す
。
本
町
の
 
⑥
低
所
得
者
福
祉
対
策
費
 

る
共
同
募
金
運
動
が
、
今
年
も
自
標
額
は
、
六
十
一
万
八
百
円
 
⑥
児
童
福
祉
対
策
費
（
児
童
 

十
月
一
日
よ
り
全
国
一
斉
に
く
 
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
達
成
に
 

遊
園
）
 

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

は、 

一
世
帯
当
り
二
百
五
十
円
 
＠
身
体
障
害
者
（
児
）
福
祉
対
 

本
年
は
共
同
募
金
運
動
が
開
 
以
上
を
お
願
い
し
ま
す
。
尚
、
 

策
費
 

始
さ
れ
て
三
十
周
年
を
迎
え
る
 
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
 

等
々
に
使
用
さ
れ
、
社
会
福
 

記
念
の
年
で
あ
り
ま
す
。
 

御
芳
志
の
う
ち
、
四
十
七
万
八
 
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
 

本
町
で
は
、
婦
人
会
の
幹
部
 
百
円
は
本
町
に
還
元
さ
れ
ま
す
，
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
 

お
よ
び
民
生
委
員
の
方
々
が
近
 
⑥
老
人
福
祉
対
策
費
（
長
期
入
 

い
善
意
を
共
同
募
金
に
お
寄
 

か
く
各
家
庭
を
、
ま
わ
っ
て
下
 

院
患
者
、
在
宅
ね
た
き
り
老
 
せ
下
さ
い
。
 

さ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
協
力
 

人
等
）
 

現
在
、
わ
が
国
に
は
八
種
類
 

の
公
的
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
 

が
、
中
で
も
国
民
年
金
は
厚
生
 

あなたの老後は大丈夫ですか 

国民年金はこのような制度です 

国 民 年 金 係 

年
金
と
と
も
に
代
表
的
な
年
金
 

制
度
で
、
皆
さ
ん
と
は
最
も
身
 

近
か
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
 

以
下
、
国
民
年
金
制
度
の
あ
 

ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

《
加
入
資
格
》
 

国
民
年
金
は
主
に
農
林
漁
業
 

商
業
な
ど
の
自
営
業
者
や
、
サ
 

ー
ビ
ス
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
 

る
二
十
才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
 

の
人
を
加
入
対
象
（
強
制
加
入
 

）
と
し
て
い
ま
す
が
、
サ
ラ
リ
 

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
大
学
生
の
 

ほ
か
、
他
の
年
金
制
度
か
ら
年
 

金
が
受
け
ら
れ
る
人
な
ど
も
希
 

望
に
よ
り
加
入
（
任
意
加
入
）
 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

《

保

 
険
 
料

》

 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額
 

二
千
二
百
円
で
す
が
、
よ
り
高
 

い
年
金
を
希
望
さ
れ
る
人
は
付
 

加
保
険
料
（
月
額
四
百
円
）
を
 

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

《

給

 

付

》

 

国
民
年
金
に
加
入
し
た
人
が
 

歳
を
と
っ
た
り
、
途
中
で
障
害
 

者
に
な
っ
た
り
、
母
子
世
帯
に
 

な
っ
た
と
き
な
ど
は
年
金
が
支
 

給
さ
れ
ま
す
。
 

《
こ
注
意
く
だ
さ
い
》
 

「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
く
 

て
も
福
祉
年
金
が
七
十
才
か
ら
 

受
け
ら
れ
る
」
と
誤
解
さ
れ
て
 

い
る
人
も
あ
り
ま
す
が
、
明
治
 

四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
 

れ
た
人
に
は
老
令
福
祉
年
金
は
 

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
 

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

人
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
 

い
人
は
、
年
金
の
な
い
さ
み
し
 

い
老
後
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

国
民
年
金
に
は
、
必
ず
加
入
 

し
ま
し
よ
・
つ
。
 

※
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
間
 

合
せ
、
ご
相
談
は
金
田
町
役
 

場
国
民
年
金
係
へ
お
気
軽
に
 

お
い
で
下
さ
い
。
 

、
、
、
ぐ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ぐ
、
、
さ
、
、
ぐ
、
一
 

季

節

の

話

題

 

・
、
）
・
ミ
ミ
》
．
、
、
、
●
、
、
ぐ
《
 

秋
に
美
し
い
ツ
ワ
ブ
キ
 

秋
の
花
の
最
後
を
飾
る
宿
根
 

草
に
、
ッ
ワ
ブ
キ
が
あ
り
ま
す
 

も
と
も
と
は
、
わ
が
国
の
暖
 

地
の
海
岸
地
帯
の
ガ
ケ
な
ど
の
 

岩
聞
な
ど
に
生
え
る
キ
ク
科
の
 

宿
根
草
で
、
フ
キ
に
似
た
円
形
 

葉
を
根
生
し
、
濃
縁
色
で
つ
や
 

の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
ク
ツ
ヤ
ブ
 

キ
4

が
転
化
し
て
、
ツ
ワ
プ
キ
 

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
 

い
わ
れ
ま
す
。
 

＋
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
 

五
十
m
前
後
の
花
茎
を
出
し
て
 

そ
の
頂
に
濃
黄
色
一
重
咲
き
の
 

菊
状
花
を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
ま
 

す。 

い
か
に
も
秋
の
花
ら
し
い
 

ま
た
常
緑
の
つ
や
の
あ
る
葉
が
 

観
葉
的
に
も
見
ご
た
え
が
あ
る
 

の
で
、
昔
か
ら
庭
の
下
草
と
し
 

て
よ
く
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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田
 

金
 

に
医
」
 

昭
和
五
十
ニ
年
度
 

職

業

訓

練

生

募

集

 

福
岡
県
立
添
田
専
修
職
業
訓
 

練
校
で
は
昭
和
五
十
三
年
度
養
 

成
訓
練
生
の
募
集
を
行
い
ま
 

す。 
◆
訓
練
科
名
及
び
募
集
人
員
 

木
工
科
 
m
人
 

1
カ
年
 

建
築
科
 
10 

人
 

1
カ
年
 

プ
ロ
ツ
ク
建
築
科
 

10 

人
 

1
カ
年
 

◆
応
募
資
格
 

o
昭
和
 53 

年
3
月
中
学
校
卒
 

業
予
定
の
人
 

o
昭
和
 53 

年
3
月
高
等
学
校
 

卒
業
予
定
の
人
 

o
そ
の
他
一
般
の
求
職
者
で
 

25 

才
以
下
の
人
 

◆
募
集
期
間
 

昭
和
 52 

年
 11 

月
1

日
か
ら
昭
 

和
 53 

年
2
月
 10 

日
ま
で
 

◆
応
募
手
続
き
 

①
職
業
相
談
票
（
写
真
添
付
）
 

o
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
、
 

そ
の
他
一
般
の
求
職
者
で
 

25 

才
以
下
の
人
 

①
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
 

②
建
康
診
断
書
 

③
写
真
 

◆
選
 
考
 

o
日
時
 
昭
和
 53 

年
2
月
 17 

日
 

場
所
 
添
田
専
修
職
業
訓
練
 

所
 

o
適
正
検
査
と
面
接
 

あ
な
た
も
日
本
古
来
の
武
道
か
 

（
筆
記
用
具
持
参
）
 

剣
道
ク
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
 

く
わ
し
い
こ
と
は
本
校
か
、
安
 
◇
資
格
 
小
学
校
四
年
生
以
上
 

定
所
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

男
女
を
問
わ
ず
 

◇
初
心
者
 
女
性
会
員
歓
迎
 

田
川
保
健
所
管
内
地
区
 
◇
練
習
場
所
 
金
田
小
学
校
体
 

精
神
障
害
者
家
族
 

育
館
 

大
会
結
成
大
会
 

ゆ
疎
習
旧
 
毎
週
冷
曜
日
ー
 

所
定
の
入
校
願
い
に
次
の
書
 

精
神
障
害
者
を
も
つ
家
族
と
 

類
を
添
付
し
、
も
よ
り
の
公
 
し
て
共
通
の
問
題
を
話
合
い
、
 

共
職
業
安
定
所
を
経
由
し
て
 
障
害
者
が
一
日
も
早
く
社
会
復
 

本
校
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

帰
が
で
き
る
よ
う
に
お
互
い
に
 

o
中
学
校
卒
業
予
定
者
 

手
を
つ
な
ぎ
協
力
し
て
い
く
会
 

を
結
成
し
ま
す
。
当
日
は
特
別
 

講
演
お
よ
び
家
族
の
方
の
個
別
 

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
 

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
 
昭
和
 52 

年
 11
 

月
 18 

日
 

（金） 

13 

時
ー
 16 

時
 

場
所
 
田
川
合
同
庁
舎
4
階
 

第
5
会
議
室
 

内
容
 
①
家
族
会
結
成
大
会
 

②
特
別
講
演
「
家
族
 

の
接
し
方
」
 

講
師
福
岡
県
精
神
 

衛
生
セ
ン
タ
ー
 

鮫
島
文
孝
氏
 

③
家
族
個
別
相
談
 

主
催
 
家
族
会
結
成
大
会
準
 

備
会
 

共
催
 
田
川
保
健
所
 

間
い
合
せ
先
 
田
川
保
健
所
 

皿
（
〇
九
四
七
四
）
 

④
〇
六
六
六
 

剣

道

部

員

募

集

 

金

田

町

剣

友

会

 

◇
時
 
間
 
午
後
六
時
ー
八
時
 

◇
会
 
費
 

一
般
五
百
円
 

学
生
三
百
円
 

◇
申
し
込
み
先
・
問
い
合
せ
 

金
田
町
本
町
 

占
 
部
 

敏
 

話
②
0
2
0
2
番
 

"‘・5
「．・g
'
:
.
'
'
'
,
！
・
？
.
?
;
，
・
5
?
?
!
;
:
！
《
二
二
！
・
）
,
?
；
・
・
●
．
％
・
g
・：】 

》 

皆
さ
ん
方
の
な
か
で
日
常
生
ま
す
o
 

一 

》
活
を
し
て
行
く
う
え
で
い
ろ
い
 

相
談
を
担
当
す
る
方
は
福
岡
一
 

？
ろ
な
心
配
こ
と
が
生
じ
て
来
る
法
務
局
田
川
支
局
職
員
、
金
田
〈
 

“
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
町
行
政
相
談
員
、
人
権
擁
護
委
〉
 

《
 

《
 

～ 

心
 
配
 
こ
 
と
 
相

談

 日
 

》 

1
 
1
 
4
 
1

、一
 

一
 》

よ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
時
、
心
員
、
民
生
委
員
の
方
々
で
す
。
 

】
配
ご
と
を
早
く
解
決
し
て
い
く
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
 

ー
 
11 

月
 
24 

日
（
木
）
ー
 

一
た
め
に
本
町
で
は
、
心
配
ご
と
い
ロ
 

《
相
談
日
を
毎
月
一
回
設
け
て
い
 

!，二‘．!；●．?J
，●S
一．●g
；●●く●」」 

県
民
手
帳
予
約
募
集
 

総
務
課
広
報
係
 

毎
年
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
 

す
福
岡
県
民
手
帳
の
購
入
予
約
 

募
集
を
始
め
ま
し
た
。
 

こ
の
手
帳
は
、
執
務
と
日
常
 

生
活
に
役
立
つ
最
近
の
資
料
を
 

収
録
し
て
お
り
、
と
く
に
使
い
 

や
す
く
見
や
す
く
編
集
い
た
し
 

ま
し
た
。
辞
鮎
肋
t
 

み
な
き
ま
の
よ
き
伴
り
よ
と
 

し
て
普
通
版
・
大
型
版
を
ポ
ケ
 

ツ
ト
に
、
ま
た
は
ハ
ン
ド
バ
ッ
 

ク
に
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ご
希
望
の
方
は
総
務
課
広
報
係
 

ま
で
申
込
み
下
さ
い
。
 

普
通
版
 

二
二
〇
円
 

大
刑
版
 
三
〇
〇
円
 

雇
用
保
険
に
加
入
済
 

み
で
し
よ
う
か
・
タ
 

雇
用
保
険
法
で
は
、
労
働
者
 

住
民
課
住
民
係
 

一
 

一
 

~
 
一
 
一
 
一
 

、
く
・
．
二
？
「
「
5
．・．●g
●ニ●！・．‘．、一…；、， 

を
一
人
で
も
雇
用
す
る
企
業
は
 

す
べ
て
雇
用
保
険
に
加
入
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
企
 

業
に
あ
っ
て
は
、
従
業
員
が
安
 

心
し
て
働
け
る
よ
う
事
業
主
の
 

責
任
と
し
て
一
日
も
早
く
職
業
 

安
定
所
で
加
入
に
つ
い
て
の
相
 

談
を
し
て
下
さ
い
。
 

福
岡
県
労
働
部
 

雇
用
保
険
課
 

固定資産税 

第 4 期 分 

納期限 1 1月30日 

食糖 

生尿 

住活予 

曇か防 
保 
簾らは 

糖
尿
病
は
、
糖
質
分
解
ホ
ル
 

モ
ン
の
分
泌
が
防
げ
ら
れ
て
、
 

糖
質
が
充
分
利
用
で
き
ず
、
糖
 

が
常
時
尿
中
に
排
池
さ
れ
る
病
 

気
で
す
。
 

糖
尿
病
は
、
早
く
発
見
し
て
 

正
し
い
治
療
と
食
事
療
法
を
行
 

え
ば
、
健
康
な
人
と
変
ら
な
い
 

生
活
が
で
き
ま
す
が
ほ
お
っ
て
 

お
く
と
、
活
動
能
力
が
弱
ま
り
 

す
べ
て
の
合
併
症
が
悪
化
し
、
 

早
死
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

0
糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
 

4
d
 

っ
肥
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。
標
準
 

体
重
廿
（
身
長
ー
一
〇
〇
）
 

×
〇
・
九
o
 

o
食
べ
す
ぎ
や
糖
分
の
と
り
す
 

ぎ
を
つ
つ
し
む
こ
と
（
食
事
 

の
量
と
質
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
 

と
り
ま
し
よ
う
）
 

o
適
度
の
運
動
を
毎
日
し
ま
し
 

よ・フ。 

o
検
診
（
検
尿
）
は
年
に
一
回
 

必
ず
う
け
ま
し
よ
う
。
 

o
遺
伝
的
な
素
質
が
影
響
す
る
 

か
ら
、
血
族
に
糖
尿
病
の
あ
 

る
人
は
、
子
供
の
頃
か
ら
特
 

に
注
意
し
ま
し
よ
う
。
 

④
糖
尿
症
の
食
事
療
法
 

糖
尿
病
の
治
療
に
は
、
食
事
 

療
法
が
一
番
大
切
で
す
。
そ
 

し
て
大
事
な
こ
と
は
、
長
く
 

続
け
る
こ
と
で
す
。
よ
く
糖
 

質
は
と
っ
て
は
い
け
な
い
と
 

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
 

う
で
は
な
く
、
食
事
療
法
の
 

原
則
は
、
 

一
日
の
総
カ
ロ
リ
 

ー
を
制
限
し
、
し
か
も
蛋
白
 

質
、
脂
肪
、
糖
質
、
ミ
ネ
ラ
 

ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
各
栄
 

養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
 

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

田
こ
ん
な
症
状
が
あ
る
と
き
は
 

医
師
の
診
断
を
う
け
ま
し
よ
 

●つ。 0
異
常
な
、
の
ど
の
か
わ
き
 

o
尿
の
回
数
も
量
も
ふ
え
る
 

o
食
欲
が
旺
盛
に
な
り
、
食
 

後
も
満
足
感
が
な
い
。
 

o
皮
膚
に
、
で
き
も
の
が
で
 

き
や
す
い
。
 

o
体
が
だ
る
い
。
 

o
視
力
の
低
下
。
 

あ
り
が
と
う
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

和
田
マ
サ
ュ
 

殿
 

磯
野
ョ
シ
ェ
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